
4 号　（8）平成22年（2010年）3月1日 秀 麗 会 会 報（1）　4 号 平成22年（2010年）3月1日秀 麗 会 会 報

秀麗会会報編集事務局　
ベルデアート内
〒540-0035
大阪市中央区釣鐘町1-6-6-508
TEL：06-6944-6936
FAX：06-6920-3093
E-mail ：shureikai@utopia.ocn.ne.jp

4号
平成22年（2010年）3月1日
発行　秀麗会

大阪繊維工業高等学校 摂陵高等学校

も
く
じ

秀
麗
会
会
報
の
題
字
に
つ
い
て

当
会
報
の
題
字
は
、
繊
維
２
期
・
小
山

昇
三
氏
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

編
集
後
記

秀麗会第3回総会・懇親会開催

なつかしい校歌に感激

　

現
在
秀
麗
会
の
会
員
は
1
万
人
を

超
え
、
そ
の
た
め
会
報
の
制
作
費
が

大
き
な
出
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
秀
麗
会
自
体
の
運
営
費
の
元
が

そ
の
年
度
の
卒
業
生
の
会
費
と
い
う

こ
と
で
、
今
後
目
減
り
が
確
実
な
中
、

支
出
の
削
減
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

そ
こ
で
経
費
の
削
減
と
い
う
意
味

で
、
会
報
の
役
割
を
秀
麗
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
移
行
さ
せ
る
べ
く
、
現
在

役
員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
会
報
と
い
う
紙
媒
体
と
比
べ
、

よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
や
情
報
を

す
み
や
か
に
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
住
所
変
更
や
近
況
報
告
な
ど

会
員
の
皆
様
か
ら
の
生
情
報
を
即
座

に
反
映
で
き
る
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
員
の
皆
様
す
べ
て
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
る
環

境
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会

員
皆
様
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た
だ
き

ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
返

送
ハ
ガ
キ
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
に
つ
い
て
ご
意
見
も
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。秀

麗
会
役
員
一
同

　

先
日
、
摂
陵
と
は
別
件
の
催
し
が

あ
っ
た
た
め
、
早
稲
田
大
学
に
出
張

し
て
き
ま
し
た
。
各
学
部
の
建
ち
並

ぶ
壮
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
都
心
と

は
思
え
ぬ
ほ
ど
の
緑
に
溢
れ
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

催
し
会
場
と
な
っ
た
大
隈
講
堂
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
大
学
の
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
建
物
。
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の

貴
重
な
近
代
建
築
と
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

部
の
天
井
に
は
宇
宙
を
表
現
し
た
楕

円
形
の
採
光
窓
が
あ
り
、
太
陽
と
月

と
９
つ
の
星
を
あ
し
ら
っ
て
太
陽
系

を
表
し
、
講
堂
の
内
と
外
と
の
「
世

界
の
融
和
」
を
象
徴
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

早
稲
田
の
「
学
の
哲
学
」
に
、
思

わ
ず
息
を
の
み
ま
し
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
大
学
に
、
近
い
将
来
、
今
ま

で
以
上
に
多
く
の
摂
陵
生
が
入
学
し
、

学
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

と
て
も
誇
ら
し
げ
に
思
う
次
第
で
す
。

　

第
３
回
の
秀
麗
会
総
会
・
懇
親
会

は
、
早
稲
田
摂
陵
に
な
っ
た
こ
の
節

目
に
盛
況
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
は

い
よ
い
よ
学
園
創
設
50
周
年
記
念
行

事
で
す
。
秀
麗
会
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
学
校
あ
げ
て
催
行
し
ま
し
ょ
う
。

秀
麗
会　

副
会
長　

前
澤　

郁
浩

第
３
回
総
会
・
懇
親
会

開
催	
・
・
・
・
・
・
・
・
１

第
３
回
総
会

会
員
の
近
況
報
告	
・
・
・
２
・
３

第
３
回
懇
親
会

母
校
の
現い

在ま	

・
・
・
・
・
４
・５

古
賀
会
長
あ
い
さ
つ
…・
・
・
６

秀
麗
会
規
約
…
・
・
・
・
・
・
７

役
員
・
幹
事
紹
介
…・
・
・
・
8

会
報
の
役
割
を

秀
麗
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

秀
麗
会
役
員
・
幹
事
紹
介　�

（
敬
称
略
）

※�

役
員
任
期
は
平
成
21
年
２
月
25
日
よ
り

平
成
24
年
２
月
24
日
ま
で
の
３
年
で
す
。

�

（
規
約
第
８
条
）

●
役
員

●
各
期
の
幹
事

平成21年10月17日（土）、第3回秀麗会総会・懇親会が開催されました。
第2回の開催から16年ぶりで、約60名が出席しました。

早稲田摂陵への校名変更に
伴い秀麗会より、スポーツ
クラブ中心に新ユニフォー
ムを寄付

久しぶりの母校の姿を見学。こんなところに
グラウンドが！ここ山やったのに

学園生徒会館で記念撮影

吹奏楽コースの練習場で総会参加者だけへのプライ
ベートライブ。校歌の演奏に思わずウルウル 懇親会での一コマ。なつかしい顔・顔・顔。時間がいくらあっても足りやしない

　秀麗会会報のホームページ化につい
て、会員の皆様からのご意見を賜りた
く存じます。
　同封のハガキのアンケートにご回答
いただき、返信いただければ幸いです。

アンケートご協力のお願い
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西
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光
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31
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昌

32
期
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20
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翔
一
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功
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33
期
（
平
21
）	

上
里　

 

隆
裕	

	

早
川　

 

晋
平
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繊
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5
期	

（
昭
44
）	

上
野　

 

富
一

7
期	

（
昭
46
）	

世
良
田 

富
男

10
期	

（
昭
49
）	

藤
川　

 

春
義

12
期	

（
昭
51
）	

今
西　

 

正

〈
摂
陵
〉

3
期	

（
昭
54
）	

百
北　

 

幸
司

4
期	
（
昭
55
）	

中
西　

 

敏
朗

5
期	
（
昭
56
）	

稲
井　

 

恒
彦

7
期	

（
昭
58
）	

山
下　

 

聡

８
期	

（
昭
59
）	
荒
木　

 

陽
一
郎

9
期	

（
昭
60
）	
石
丸　

 

伊
知
郎

10
期	

（
昭
61
）	

西
川　

 
忠
克

		


森
川　

 
政
幸

11
期	

（
昭
62
）	

松
下　

 

耕
三

12
期	

（
昭
63
）	

吉
村　

 

哲
郎

14
期	

（
平
2
）	

荒
武　

 

清
貴

15
期	

（
平
3
）	

一
森　

 

春
輝

		


竹
内　

 

一
利

27
期	

（
平
15
）	

青
柳　

 

充

 

摂
陵
高
等
学
校

会　
　

長	

古
賀 

郁
朗	
（
摂
陵
１
期
）

副
会
長	

梶
田 

忠
彦	
（
摂
陵
１
期
）

副
会
長	

前
澤 

郁
浩	

（
摂
陵
５
期
）

庶　
　

務	

西
田 

昌
司	

（
摂
陵
１
期
）

書　
　

記	

美
藤 

康
政	

（
摂
陵
１
期
）

会　
　

計	

清
水 

正
次	

（
摂
陵
８
期
）

会　
　

計	

岸　

 

大
資	

（
摂
陵
20
期
）

会
計
監
査	

堀
川 

日
出
男	（
繊
維
10
期
）

会
計
監
査	

渡
邉 

斉
章	

（
摂
陵
21
期
）

＊
次
の
学
年
幹
事
の
方
々
が
住
所
不
明

　

に
な
っ
て
お
り
、
連
絡
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
期
ま
た
先
輩
後
輩
で
現
連
絡
先
を

　

ご
存
じ
の
方
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で

　

現
住
所
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
る
よ

　

う
、
ご
本
人
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
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　只今秀麗会では、会員の住所、電話のデーターを個人情報の管
理という意味でプライバシーマーク取得業者に預かってもらい管理
をお願いしています。住所変更等の更新は情報が入り次第随時行
われているものの、大本が卒業時の情報であり、更新されないまま
住所不明になっている方々が全会員の4分の１に達しております。
役員会としてはせめて会員の９０％の把握を目標として今後は追跡
調査を考えています。つきましては、同期の友人、クラブの先輩、恩
師の方々で住所を変更された方をご存じの方は、同窓会事務局ま
で現住所をお知らせいただけるよう、ご本人にお声がけください。

　メールでも転居連絡、近況報告を受け付けております。

秀
麗
会
総
会
は
、14
時
か
ら

早
稲
田
摂
陵
高
校
Ｉ
Ｔ
教
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

総 会

　

2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
に
大
阪

繊
維
学
園
が
50
周
年
と
な
り
、
大
同

窓
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

名
簿
の
不
備
を
修
正
し
、
幹
事
会
の

充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

早
稲
田
の
系
属
校
と
な
っ
た
平
成

21
年
度
は
、
中
学
が
20
名
、
高
校
が

11
名
、
吹
奏
楽
が
6
名
と
い
う
入
学

者
で
し
た
。
こ
れ
は
10
段
階
で
８
以

上
、
校
内
模
試
で
5
教
科
4
0
0
点

以
上
と
い
う
設
定
に
し
た
た
め
で
、

北
野
高
校
、
茨
木
高
校
レ
ベ
ル
を
想

　

そ
の
後
、
校
内
を
回
り
、
学
校
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
校

歌
の
演
奏
に
「
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く

な
っ
た
」と
い
う
会
員
も
い
ま
し
た
。

定
し
ま
し
た
。

　

早
稲
田
と
い
う
冠
を
具
体
的
に
出

せ
な
か
っ
た
こ
と
、
不
況
に
よ
る
私

学
離
れ
、
な
ど
に
も
原
因
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
高
校
の
無
償
化
が
始
ま

り
、
ま
す
ま
す
本
校
の
特
色
を
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は　

●
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
て
い
る
生
徒

　

は
、
10
段
階
で
６
の
成
績
で
受
け

　

入
れ
る

●
早
稲
田
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校
、
ス

　

イ
ス
の
寮
を
利
用
し
、
短
期
留
学

　

制
度
で
世
界
的
視
野
を
持
っ
た
生

　

徒
を
育
て
る

●
地
域
連
携
講
座
で
地
域
に
愛
さ
れ

　

る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
（
早
稲

　

田
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招
く
）

●
各
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
す
る

な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
男
女
共
学
に

な
り
、
女
子
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の
改

修
工
事
も
行
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
入
学
生
が
少
な

く
、
先
生
方
が
生
徒
募
集
に
奔
走
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
も

い
ろ
い
ろ
な
方
に
学
校
の
P
R
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
大
阪
繊
維
学
園
50
周
年
に
向
け

て
寄
付
金
を
募
り
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秀
麗
会
か
ら
、
早
稲
田
大
学

系
属
校
化
に
伴
う
校
名
変
更
の

記
念
品
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
母
校
へ
贈
呈

し
ま
し
た
。

古
賀
秀
麗
会
会
長

あ
い
さ
つ

目
録
贈
呈

学
校
見
学

永
津
専
務
理
事

あ
い
さ
つ

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部

ポ
ー
ル
・ス
ノ
ー
ド
ン
先
生

あ
い
さ
つ

浅
野
副
校
長　

「
学
校
の
現
状
と

　
　
　

今
後
に
つ
い
て
」

　

益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り

し
ま
す
。

　

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

2
期
生
な
の
で
す
が
昭
和
19

年
生
ま
れ
で
65
歳
に
な
り
ま
す

（
た
ぶ
ん
、
卒
業
生
で
最
年
長
か

と
思
い
ま
す
）。
卒
業
生
も
定
年

退
職
者
が
出
る
年
齢
に
な
り
ま

し
た
。
中
・
高
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会

に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
1
、

2
期
生
に
よ
ろ
し
く
。

 

会
員
の
近
況
報
告

　

2
〜
3
年
後
に
は
早
稲
田
摂
陵
高

校
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
遠
く
か
ら
早
稲
田
大

●
森　

宏
毅
先
生

●
𠮷
澤
方
博
先
生 〈

元
副
学
校
長
〉

〈
元
大
阪
繊
維
工
業
高
校
教
諭
〉

総
会
・
懇
親
会
の
出
欠
ハ
ガ
キ
に

書
き
込
ん
で
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

卒
業
し
て
42
年
ぶ
り
に
同
窓

会
と
め
ぐ
り
会
え
ま
し
た
。
こ

れ
も
同
期
の
導
き
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
会
に
参

加
で
き
な
く
、
人
生
最
終
の
仕

事
で
中
国
出
張
で
す
。

　

総
会
の
盛
会
と
秀
麗
会
並
び

に
母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
日
、
出
張
が
入
っ
て
お

り
、
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
古

賀
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
方
々
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
浜
野
健
治
さ
ん

●
髙
橋
正
晴
さ
ん

●
濵
﨑　

茂
さ
ん

〈
繊
維　

昭
和
41
年
３
月
卒
〉

〈
繊
維　

昭
和
43
年
３
月
卒
〉

〈
繊
維　

昭
和
43
年
３
月
卒
〉

　

母
校
の
発
展
を
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は

出
張
と
重
な
り
、
欠
席
い
た
し

ま
す
。

　

現
在
、
北
海
道
で
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

●
孫
田
辰
男
さ
ん

●
比
村
隆
男
さ
ん

●
中
谷
実
希
哉
さ
ん

〈
摂
陵　

昭
和
51
年
３
月
卒
〉

〈
摂
陵　

平
成
元
年
３
月
卒
〉

〈
摂
陵　

平
成
18
年
３
月
卒
〉

　

摂
陵
の
こ
と
は
ず
い
ぶ
ん
心
配

し
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
で
い
ろ
い

ろ
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
の

熱
心
さ
や
生
徒
と
の
距
離
が
近
い
、

と
い
う
よ
う
な
評
判
が
も
っ
と
あ

が
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
在
校
生
徒
や
保
護
者
の
方
に

「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
学
校
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

●
松
原
誠
一
郎
さ
ん

〈
摂
陵　

平
成
20
年
３
月
卒
〉

学
に
来
る
学
生
は
熱
心
な
人
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
関
西
の

早
稲
田
の
拠
点
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

古賀会長永津専務理事

浅野副校長

校内を見学 吹奏楽部の演奏を聴く出席者

スノードン先生

新しいユニフォームを
身につけた野球部員

●以下の高校クラブのユニフォーム 一式

　野球部、ラグビー部、剣道部、
　陸上部、サッカー部、
　バスケットボール部

●以下の高校クラブのワッペン 一式

　テニス部

●以下の中学クラブの
　ユニフォーム 一式

　野球部、剣道部、陸上部、
　サッカー部、
　バスケットボール部

●以下のコースのユニフォーム 一式	
　吹奏楽コース

目　　録

会員の転居先、近況の連絡は
同封のハガキをご利用ください

メールをご利用の方はこちらにご連絡ください。
E-mail：shureikai@utopia.ocn.ne.jp

友人、先輩、後輩、恩師の転居先をお知らせください

メールでも受け付け
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4 号　（4）平成22年（2010年）3月1日 秀 麗 会 会 報（5）　4 号 平成22年（2010年）3月1日秀 麗 会 会 報

秀
麗
会
懇
親
会
は
、

17
時
か
ら
ホ
テ
ル
日
航
茨
木
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

懇 親 会

多くの参加があった繊維4期の方のコメントです。
「還暦を迎え、前年も集まっています。みんな仲がいい
ので、声かけをしました」
「寮生活で先輩がすごく怖かったです」
「6時半起床で、冬は裸で、乾布摩擦。今でもカゼをひき
ません」
「今のように開けていなく、周りは山で、山奥に幽閉され
ている気分でした（笑い）」「嫁さんのごはんがうまい！と思えるのも、寮生活の

ごはんのおかげ！？」
「寮でおなかいっぱい食べられたのはカレーライス
だけです！」
「先輩からいじめられ、後輩からつきあげら
れ！？・・・」
「ビートルズの日本公演をテレビで放映しており、寮
で先生に頼んだら見せてくれました。あのころ、ビー
トルズは全盛期でした」
「人数が少なくてちょっと残念。みんなの力を合わせ
て、もっと盛大にやりたいです」
「この会が、70〜80歳になっても続きますように」

メッセージご紹介

メッセージご紹介

先生方のコメント

「おまえら、逮捕するぞ！（笑い）　
まだまだ現役です。マスター陸上
に出ます」
（黒木先生）
「最後の寮監をやっていました」
（内田先生）

（一部紹介）

母
校
の
現い

在ま

第
４
回

　

平
成
21
年
9
月
20
日
、早
稲
田
摂
陵
中
学
校
・
高
等
学
校
文
化
祭

「
早そ
う

摂せ
つ

祭さ
い
」が
開
か
れ
ま
し
た
。平
成
20
年
ま
で
の
名
称「
摂
陵
祭
」を

改
め
、「
早
摂
祭
」と
し
て
の
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、例
年

ど
お
り
、舞
台
に
、模
擬
店
に
と
、み
ん
な
大
張
り
切
り
で
、楽
し
い
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
早
摂
祭
開
催▶6年A組は「大阪イカ焼き」を販売。いらっ

しゃいませ〜！モチモチとした生地の中にコリ
コリとしたイカが入ってま〜す、食欲をそそる
ソースの香りが売りで〜す！

▲舞台発表のトップバッターが1年A組。「僕らの
見聞録」〜海遊館レポート〜と題し、海遊館の舞台
裏をいろいろ調べました

男だねえ、
迫力満点の摂陵太鼓

　

平
成
21
年
か
ら
開
設
し
た
吹
奏
楽
コ
ー
ス
は
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

▲平成21年5月10日
　ブラスエキスポ（万博記念公園）

▲平成21年6月21日
　３０００人の吹奏楽
　（京セラドーム大阪）

◀平成21年9月23日
　関西マーチングコンテスト
　（大阪市中央体育館）　

吹奏楽コースも
大活躍

ブラスエキスポ
　3学年が揃っての初めての演奏行事と
なる「ブラスエキスポ」に参加しました。1
年生にとっては初めての演奏で、入学して
から1カ月練習を重ね、当日は青空の下、
お祭り広場を目指して立派にパレードし
ました。

3000人の吹奏楽
　49回目となる「3000人の吹奏楽」では
阪急少年音楽隊時代の第1回から単独
連続出場しています。卒業生の応援をも
らい90人で出場し、広いグラウンドでの
マーチングを、1万人を超えるお客様に披
露しました。

関西マーチングコンテスト
　第1回大会から参加している「マーチン
グコンテスト」では平成21年も大阪府代
表として関西大会に出場しました。初めて
作るWのフォーメーションに会場から多く
の拍手をいただき、金賞を受賞しました。

その1

その2
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4 号　（6）平成22年（2010年）3月1日 秀 麗 会 会 報（7）　4 号 平成22年（2010年）3月1日秀 麗 会 会 報
　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
平
成
21
年
10
月
17
日
に

秀
麗
会
総
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
60

名
弱
の
熱
心
な
O
B
諸
氏
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
あ
い
さ
つ
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
繰
り

返
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

来
年
度
に
向
け
、
２
年
目
を
迎

え
る
新
役
員
会
は
秀
麗
会
の
原

点
に
戻
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
会
の
意
義
と
は
「
Ｏ
Ｂ

が
知
り
た
い
母
校
の
情
報
を
伝

え
る
こ
と
」「
Ｏ
Ｂ
の
声
を
母
校

に
伝
え
る
こ
と
」「
Ｏ
Ｂ
間
の
交

流
と
親
睦
」「
母
校
へ
の
援
助
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
Ｏ
Ｂ
と
母
校
と
の
相
互

情
報
の
伝
達
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
秀
麗
会
会
報
は
存
在
す
る

の
で
す
が
、
会
員
数
が
1
万
人

を
超
え
て
い
る
現
状
で
は
、
文

章
に
よ
る
伝
達
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
既
に
素
地
が

あ
る
秀
麗
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
が
発
信

で
き
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
の
声
を
い
た

だ
け
る
仕
組
み
作
り
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
O
B
の
声
を
吸
い

上
げ
る
」
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、
O
B
の
直
接
の

交
流
の
場
を
作
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
幹
事
会
の
充
実

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
だ

け
で
は
不
足
す
る
、生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
幹
事
会
だ
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

3
年
に
一
度
だ
っ
た
幹
事
会
を

規
約
に
定
め
る
と
お
り
1
年
に

1
回
開
催
い
た
し
ま
す
。
そ
の

た
め
現
在
、
各
学
年
の
学
年
幹

事
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
幹
事
不

在
の
学
年
の
幹
事
を
う
め
る
作

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
苦

戦
し
て
お
り
ま
す
。
幹
事
を
お

引
き
受
け
い
た
だ
け
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
一

報
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
網

の
活
用
そ
し
て
幹
事
会
の
充
実

と
い
う
2
本
の
柱
と
こ
れ
ま
で

前
役
員
の
皆
様
が
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
秀
麗
会
の
伝
統
を
守

り
活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秀麗会会長
摂陵1期

古賀 郁朗

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
と

幹
事
会
の
充
実
を

会
長
あ
い
さ
つ

　元理事長で元摂陵中学・高等学
校長を務められた片岡　先生が平
成21年12月26日逝去されました（享
年　88歳）。
　片岡先生は、校長（昭和50年度
〜昭和62年度）、常務理事（昭和
45年度〜昭和50年度）、専務理事

（昭和51年度〜平成6年度）、理
事長（平成7年度〜平成12年度）を
歴任され、長らく大阪繊維学園に関
わってこられました。
　先生のご冥福を心よりお祈り申し
上げます。

　

平
成
22
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

着
々
と
進
む
工
事

●緑に囲まれ落ち着いた
　環境にある生徒寮
全国から集う生徒たちが、仲間たちと
強い絆を育み、自らのミッションに立ち
向かう共同生活の場です。

●多目的教室を完備した1号棟
早稲田大学の図書館や他大学の研
究所、また大英博物館をはじめとして
世界へもつながる「窓」をもった教室を
完備しています。

平成21年2月21日の幹事会において承認された新しい規約です。
また幹事会では新役員9名も承認されました。秀麗会規約

第１章 　総　　則

「名称及び所在地」
第1条	 本会は「秀麗会」と称し、事務所は大阪府茨木市宿久庄7丁目
	 20番 1号　母校内に置く。
「目的」
第2条	 本会の目的は次の通りとする。
	 1. 会員相互の交誼を深める。
	 2. 母校との関係・連絡を密にし、母校の教育環境の改善と発展
	 　に寄与する。
	 3. 会員の文化的向上を計る。
「事業」
第3条	 本会は会の目的を達成するために次の事業を行う。
	 1. 会員相互の繋がりを支援し、親睦を深める事業。
	 2. 母校の教育環境の改善と発展に寄与する事業。
	 3. 会報・会誌の発行に関する事業。
	 4. 会員の文化的向上を計る上で必要な事業。
	 5. その他目的を達成するために必要な事業。

第２章　会　　員

「会員」
第4条	 本会は次の会員で構成する。
	 1. 正会員	 大阪繊維工業高校及び摂陵高等学校及び
	 	 早稲田摂陵高等学校を卒業したもの。
	 2. 準会員	 母校に在学した者で、役員会の承認を得たもの。
	 3. 特別会員	 母校の現職員及び旧職員で役員会の議を経て
	 	 会長が承認したもの。
	 4. 名誉会員	 本会又は母校に対し、顕著な功労功績があると
	 	 認められ、役員会及び幹事会で承認されたもの。
第5条	 正会員及び準会員は本会の決める会費を納入しなければならない。
第 6条	 会員は氏名、住所及び勤務先に変動があった場合は、
	 直ちに本会に届け出なければならない。

第３章　役　　員

「役員・幹事・顧問」
第7条	 本会に次の役員を置く。
	 1.　会　長　　1名　正会員中より選出される。
	 2.　副会長　　2名　正会員中より選出される。
	 3.　書　記　　2名　正会員中より選出される。
	 4.　庶　務　　2名　正会員中であり母校職員中より選出される。
	 5.　会　計　　2名　正会員中より選出される。
	 6.　会計監査　2名　正会員中より選出される。
第8条	 役員の任期は3年とし、重任を妨げない。
第9条	 本会に幹事を置く。幹事は各卒業年次毎に定員2名とし、
	 各卒業年次の会員中より当該卒業年次の会員より選出される。
第10条	会長が認め、役員会によって承認されたものを顧問として
	 委嘱することができる。
　　
「役員の任務」
第11条	役員の任務は次の通りとする。
	 1. 会長は本会の業務を総括し、本会を代表する。
	 2. 副会長は会長を補佐し、会長の不在の時にはその代理をする。
	 3. 書記は本会の会議に要する資料類の作成、
	 　議事録の作成及びその保管をする。
	 4. 庶務は母校及びPTA等他の団体との事業に関する渉外を
	 　担当する。
	 5. 会計は本会の会計の事務を行う。
	 6. 会計監査は本会の会計の監査を行う。

第４章　会　　議

第12条	本会に総会・幹事会・役員会の各会議を置く。
「総会」
	 1. 総会　本会の最高決議機関であり、次の場合に開催される。
	 　（イ） 正会員の２％以上の者より請求があった場合。
	 　（ロ） 会長又は役員会が請求し、幹事会が承認した場合。
	 　（ハ） 本会の解散、活動の停止を決する場合、総会の定足数は
	 　　　正会員及び準会員の合計数の１/３以上とする。
「幹事会」
	 2. 幹事会　本会の総会に代わる決議機関であり、第９条に定め
	 　られた全幹事と第７条に規定された全役員で構成され、次の
	 　場合に開催される。
	 　（イ） 定時開催（毎年６月に開催）
	 　（ロ） 会長又は役員会が請求した場合
	 　（ハ） 全幹事の１/３以上の者より請求があった場合。
	 　出席できない幹事は委任状を提出しなければならない。
	 　また通知なく幹事会を欠席した場合、当該幹事会の議長に対
	 　して、その権限一切を委任したものとみなす。
「役員会」
	 3. 役員会　第７条に規定された全役員で構成され、本会の運営
	 　を行うために必要な事項を審議するために次の場合開催される。
	 　（イ） 定時開催（年２回以上役員会で決定した日時に開催）
	 　（ロ） 会長が召集した場合。
	 　（ハ） ３名以上の役員より請求があった場合。

第13条	役員会は本規約に定めがなく、運営管理上緊急に必要な事柄に
	 ついての決議を行う。

「特定目的小委員会」
第14条	特定の目的を遂行するために会長は役員会の同意を得て、
	 役員会の下に委員会を設置することができる。
第15条	第 14条により設置された委員会の委員長及び委員について、
	 役員会の同意を得て、会長が委嘱する。

「会議の議決」
第16条	総会・幹事会・役員会 ･委員会の議決は出席者の過半数の賛成
	 を得なければならない。但し、本会の解散及び活動の停止を決
	 する場合は出席者の２/３以上の賛成を必要とする。

第 5 章　会　　計

第17条	本会は会費及び寄付金その他をもってその会計を維持する。
第18条	本会は終身会費とし、卒業時に8000円納入する。
第19条	本会の会計年度は毎年5月 1日に始まり、翌年4月 30日に終わる。
第 20条	会計は毎年1回会計監査を受け、幹事会に報告し、承認を得る。

第 6 章　そ　の　他

第21条	本会は各地に支部を置くことができる。支部の設置については
	 役員会の議を経て、会長の承認を得なければならない。
第22条	本会会員の慶弔・表彰・顕彰については役員会ですみやかに
	 対応する。
第23条	学校法人大阪繊維学園、早稲田摂陵高等学校、早稲田摂陵中学校・
	 高等学校PTAと秀麗会の間で互いに締結した規定については、
	 役員会はそれを把握し、その規定を尊守する。

附則
本規約は平成21年 3月 1日より施行する。

訃　報
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